
第5回 研究大会及び総会

先行き不透明な次代を生き抜くと共に、多様な他者と協働的に新たなものを創り出すために求められる資質・能力の育成の必要がより高まり、そのような子どもたちを育てる仕組みは一層重要
になりました。コロナ禍により前倒しで進められている「GIGAスクール構想の実現」に向け、子どもたちが一人1台端末を活用し、様々なキャリアや専門性を有する多様な人から何を学び、
どう協働していくのかについて、共に探りたいと考えています。幅広い立場からの発表や意見交流のために、多くの方々のご参加をお願いいたします。

過渡期を迎えるデジタル教育
渦中の保護者が学校や社会、地域に求めること

一般社団法人 
日本メディアリテラシー協会代表理事

石堂裕氏 
兵庫県たつの市立
龍野小学校教頭

村川雅弘
甲南女子大学教授

日本教育支援協働学会理事 

高橋宏輔氏 

教育チーム

１人1台端末時代の時空を超えた協働
　～子どもの探究的な学びを支える
　　　新たなネットワークの構築と活用～

シンポジウム

10：40～17：10
主催：神戸親和女子大学（2023年4月より「神戸親和大学」）
後援：兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会（予定）

基調講演

オンライン開催

お問い合わせ先：大会事務局
bit.ly/KSKJ2022ASK

https://kyoiku-shien-kyodo.org/

参加費：会員 2,000円（学生会員 1,000円）／非会員 4,000円
　　　　　  ※学会費は3,000円（学生会員は無料（2023年 3月現在）です。是非この機会にご入会を！

（ ９：００ ～ １０：００日本教育支援協働学会理事会）
１０：４０ ～ １０：５０ 開催挨拶 後藤ひとみ（日本教育支援協働学会会長）
１０：５０ ～ １１：００開催校挨拶三井知代（神戸親和女子大学学長）
１１：００ ～ １２：００ 基調講演「過渡期を迎えるデジタル教育　渦中の保護者が学校や社会、地域に求めること」
　　　　　　　　　　　寺島絵里花氏（一般社団法人日本メディアリテラシー協会代表理事）
１３：００ ～ １３：４０ 日本教育支援協働支援学会総会（本会会員のみ）
１３：５０ ～ １５：３０シンポジウム「１人1台端末時代の時空を超えた協働～子どもの探究的な学びを支える新たなネットワークの構築と活用～」
　　　　　　　　　　　ファシリテーター：村川雅弘（甲南女子大学教授・日本教育支援協働学会理事）
　　　　　　　　　　　シン ポジスト：石堂裕氏（兵庫県たつの市立新宮小学校主幹教諭）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  高橋宏輔氏（朝日小学生新聞・朝日中高生新聞教育チーム）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  寺島絵里花氏（一般社団法人日本メディアリテラシー協会代表理事）
１５：４０ ～ １７：１０ 研究発表
１７：１０  　　　　　　閉会

大会日程

（会員のみ）研究発表希望者募集：申込み締切2023年1月31日（火）

大会日程最新情報

2023 3/11土

研究発表申込み及び参加申込み方法は，ホームページからご確認ください。（右下QRコード参照）

寺島絵里花 氏

朝日学生新聞社

「1人1台端末時代の時空を超えた協働」


